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【手続補正書】
【提出日】平成29年2月3日(2017.2.3)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ドッキングホストにおいて動作可能な、ドッキーとドッキングするための方法であって
、
　前記ドッキーとの通信リンクを確立するステップと、
　前記通信リンクを使用する永続的ドッキング環境を発見するステップであって、
　　前記永続的ドッキング環境が、前記ドッキーとの以前の通信中に確立された、以前の
ドッキング環境を含み、
　　前記永続的ドッキング環境を発見することが、前記ドッキーに関連付けられた固有の
永続的ドッキング識別子に基づいて、かつ、利用可能な周辺デバイスの異なるグループに
それぞれ関連付けられた複数の利用可能な永続的ドッキング環境の中から1つを選択する
ことを含み、
　　複数の異なる永続的ドッキング環境識別子はいずれも、特定のドッキーと特定のドッ
キング環境とに関連付けられている、ステップと、
　前記選択された永続的ドッキング環境を使用して永続的ドッキングセッションを確立す
るステップと
を含む方法。
【請求項２】
　前記ドッキーと前記ドッキングホストとの間の初期ドッキングセッションを確立するス
テップであって、前記初期ドッキングセッションが前記以前のドッキング環境を含む、ス
テップと、
　前記初期ドッキングセッションに対応するドッキング環境情報を前記永続的ドッキング
環境として記憶するステップと、
　前記初期ドッキングセッションを終了するステップと
をさらに含む、請求項1に記載の方法。
【請求項３】
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　前記初期ドッキングセッションおよび前記永続的ドッキングセッションが、前記ドッキ
ングホストと前記ドッキーとの間のワイヤレスローカルエリアネットワーク接続を使用す
る、請求項2に記載の方法。
【請求項４】
　前記ドッキング環境情報を記憶する前記ステップが、前記初期ドッキングセッションに
対応する情報を含むサービス発見要求メッセージを前記ドッキーに送信するステップを含
む、請求項2に記載の方法。
【請求項５】
　前記ドッキング環境情報を記憶する前記ステップが、前記ドッキング環境情報を、前記
ドッキングホストにおけるメモリに記憶するステップを含む、請求項2に記載の方法。
【請求項６】
　前記ドッキング環境情報を記憶する前記ステップが、
　前記ドッキング環境情報を記憶するための要求を含むサービス発見要求メッセージを前
記ドッキーから受信するステップをさらに含む、請求項5に記載の方法。
【請求項７】
　前記永続的ドッキング環境を発見する前記ステップが、前記初期ドッキングセッション
中に、永続的ドッキング能力を前記ドッキーに対して示すための広告を、前記ドッキーに
送信するステップを含む、請求項2に記載の方法。
【請求項８】
　前記永続的ドッキング環境を発見する前記ステップが、前記ドッキーが永続的ドッキン
グをサポートすることを示すための広告を、前記初期ドッキングセッション中に前記ドッ
キーから受信するステップを含む、請求項2に記載の方法。
【請求項９】
　前記永続的ドッキング環境の作成を確認するように構成された確認応答を、前記ドッキ
ーに送信するステップをさらに含む、請求項2に記載の方法。
【請求項１０】
　永続的ドッキング環境満了タイマの満了の後、記憶された永続的ドッキング環境を削除
するステップをさらに含む、請求項1に記載の方法。
【請求項１１】
　受信した要求に応答して、記憶された永続的ドッキング環境を削除するために、前記ド
ッキーから、前記記憶された永続的ドッキング環境を削除するステップをさらに含む、請
求項1に記載の方法。
【請求項１２】
　記憶された永続的ドッキング環境がもはや利用可能でないことを示すメッセージを前記
ドッキーに送信するステップをさらに含む、請求項1に記載の方法。
【請求項１３】
　前記以前のドッキング環境は、前記ドッキーと、前記複数の利用可能な永続的ドッキン
グ環境の中から前記選択された1つに関連付けられた利用可能な周辺デバイスのグループ
との間に確立された以前の通信リンクを含む、請求項1に記載の方法。
【請求項１４】
　ドッキーにおいて動作可能な、ドッキングホストとドッキングするための方法であって
、
　前記ドッキングホストとの通信リンクを確立するステップと、
　前記通信リンクを使用する永続的ドッキング環境を発見するステップであって、
　　前記永続的ドッキング環境が、前記ドッキングホストとの以前の通信中に確立された
以前のドッキング環境を含み、
　　前記永続的ドッキング環境を発見することが、前記ドッキーに関連付けられた固有の
永続的ドッキング識別子に基づいて、かつ、利用可能な周辺デバイスの異なるグループに
それぞれ関連付けられた複数の利用可能な永続的ドッキング環境の中から1つを選択する
ことを含み、
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　　複数の異なる永続的ドッキング環境識別子はいずれも、特定のドッキーと特定のドッ
キング環境とに関連付けられている、ステップと、
　前記永続的ドッキング環境を使用して永続的ドッキングセッションを確立するステップ
と
を含む方法。
【請求項１５】
　前記ドッキングホストと前記ドッキーとの間の初期ドッキングセッションを確立するス
テップであって、前記初期ドッキングセッションが前記以前のドッキング環境を含む、ス
テップと、
　前記初期ドッキングセッションに対応するドッキング環境情報を前記永続的ドッキング
環境として記憶するステップと、
　前記初期ドッキングセッションを終了するステップと
をさらに含む、請求項14に記載の方法。
【請求項１６】
　前記初期ドッキングセッションおよび前記永続的ドッキングセッションが、前記ドッキ
ングホストと前記ドッキーとの間のワイヤレスローカルエリアネットワーク接続を使用す
る、請求項15に記載の方法。
【請求項１７】
　前記ドッキング環境情報を記憶する前記ステップが、
　前記初期ドッキングセッションに対応する情報を含むサービス発見要求メッセージを前
記ドッキングホストから受信するステップと、
　前記初期ドッキングセッションに対応する前記情報を、前記ドッキーにおけるメモリに
記憶するステップと
を含む、請求項15に記載の方法。
【請求項１８】
　前記ドッキング環境情報を記憶する前記ステップが、
　前記ドッキング環境情報を記憶するための要求を含むサービス発見要求メッセージを前
記ドッキングホストに送信するステップをさらに含む、請求項15に記載の方法。
【請求項１９】
　前記永続的ドッキング環境を発見する前記ステップが、前記初期ドッキングセッション
中に、永続的ドッキング能力を示すための広告を、前記ドッキングホストから受信するス
テップを含む、請求項15に記載の方法。
【請求項２０】
　前記永続的ドッキング環境を発見する前記ステップが、前記ドッキーが永続的ドッキン
グをサポートすることを前記ドッキングホストに対して示すための広告を、前記初期ドッ
キングセッション中に前記ドッキングホストに送信するステップを含む、請求項15に記載
の方法。
【請求項２１】
　前記永続的ドッキング環境の作成を確認するように構成された確認応答を、前記ドッキ
ングホストから受信するステップをさらに含む、請求項15に記載の方法。
【請求項２２】
　永続的ドッキング環境満了タイマの満了の後、記憶された永続的ドッキング環境を削除
するステップをさらに含む、請求項14に記載の方法。
【請求項２３】
　前記ドッキングホストから前記永続的ドッキング環境満了タイマを受信するステップを
さらに含む、請求項22に記載の方法。
【請求項２４】
　記憶された永続的ドッキング環境を削除するための明示的要求を前記ドッキングホスト
に送信するステップをさらに含む、請求項14に記載の方法。
【請求項２５】
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　記憶された永続的ドッキング環境がもはや利用可能でないことを示すメッセージを前記
ドッキングホストから受信するステップをさらに含む、請求項14に記載の方法。
【請求項２６】
　前記以前のドッキング環境は、前記ドッキーと、前記複数の利用可能な永続的ドッキン
グ環境の中から前記選択された1つに関連付けられた利用可能な周辺デバイスのグループ
との間に確立された以前の通信リンクを含む、請求項14に記載の方法。
【請求項２７】
　ドッキーとドッキングするために構成されたドッキングホストであって、
　少なくとも1つのプロセッサと、
　前記少なくとも1つのプロセッサに通信可能に結合されたメモリと、
　前記少なくとも1つのプロセッサに通信可能に結合された通信インターフェースと
を備え、
　前記少なくとも1つのプロセッサが、
　前記ドッキーとの通信リンクを確立することと、
　前記通信リンクを使用する永続的ドッキング環境を発見することであって、
　　前記永続的ドッキング環境が、以前の通信中に確立された、前記ドッキーとの以前の
ドッキング環境を含み、
　　前記永続的ドッキング環境を発見することが、前記ドッキーに関連付けられた固有の
永続的ドッキング識別子に基づいて、かつ、利用可能な周辺デバイスの異なるグループに
それぞれ関連付けられた複数の利用可能な永続的ドッキング環境の中から1つを選択する
ことを含み、
　　複数の異なる永続的ドッキング環境識別子はいずれも、特定のドッキーと特定のドッ
キング環境とに関連付けられている、発見することと、
　前記永続的ドッキング環境を使用して永続的ドッキングセッションを確立することと
を行うように構成される、ドッキングホスト。
【請求項２８】
　前記通信インターフェースがワイヤレスローカルエリアネットワーク(WLAN)トランシー
バを含む、請求項27に記載のドッキングホスト。
【請求項２９】
　前記通信インターフェースが、前記WLANトランシーバとは別個の周辺通信インターフェ
ースをさらに含む、請求項28に記載のドッキングホスト。
【請求項３０】
　前記少なくとも1つのプロセッサが、
　前記ドッキーと前記ドッキングホストとの間の初期ドッキングセッションを確立するこ
とであって、前記初期ドッキングセッションが前記以前のドッキング環境を含む、確立す
ることと、
　前記初期ドッキングセッションに対応するドッキング環境情報を前記永続的ドッキング
環境として記憶することと、
　前記初期ドッキングセッションを終了することと
を行うようにさらに構成される、請求項27に記載のドッキングホスト。
【請求項３１】
　前記初期ドッキングセッションおよび前記永続的ドッキングセッションが、前記ドッキ
ングホストと前記ドッキーとの間のワイヤレスローカルエリアネットワーク接続を使用す
る、請求項30に記載のドッキングホスト。
【請求項３２】
　前記ドッキング環境情報の前記記憶が、前記初期ドッキングセッションに対応する情報
を含むサービス発見要求メッセージを前記ドッキーに送信することを含む、請求項30に記
載のドッキングホスト。
【請求項３３】
　前記ドッキング環境情報を記憶するように構成された前記少なくとも1つのプロセッサ
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が、前記ドッキング環境情報を、前記ドッキングホストにおける前記メモリに記憶するよ
うにさらに構成される、請求項30に記載のドッキングホスト。
【請求項３４】
　前記ドッキング環境情報を記憶するように構成された前記少なくとも1つのプロセッサ
が、前記ドッキング環境情報を記憶するための要求を含むサービス発見要求メッセージを
、前記ドッキーから受信するようにさらに構成される、請求項33に記載のドッキングホス
ト。
【請求項３５】
　前記永続的ドッキング環境を発見するように構成された前記少なくとも1つのプロセッ
サが、前記初期ドッキングセッション中に、永続的ドッキング能力を前記ドッキーに対し
て示すための広告を、前記ドッキーに送信するようにさらに構成される、請求項30に記載
のドッキングホスト。
【請求項３６】
　前記永続的ドッキング環境を発見するように構成された前記少なくとも1つのプロセッ
サが、前記ドッキーが永続的ドッキングをサポートすることを示すための広告を、前記初
期ドッキングセッション中に前記ドッキーから受信するようにさらに構成される、請求項
30に記載のドッキングホスト。
【請求項３７】
　前記少なくとも1つのプロセッサが、前記永続的ドッキング環境の作成を確認するよう
に構成された確認応答を前記ドッキーに送信するようにさらに構成される、請求項30に記
載のドッキングホスト。
【請求項３８】
　前記少なくとも1つのプロセッサが、永続的ドッキング環境満了タイマの満了の後、記
憶された永続的ドッキング環境を削除するようにさらに構成される、請求項27に記載のド
ッキングホスト。
【請求項３９】
　前記少なくとも1つのプロセッサが、前記ドッキーから受信した要求に応答して、記憶
された永続的ドッキング環境を削除するために、前記記憶された永続的ドッキング環境を
削除するようにさらに構成される、請求項27に記載のドッキングホスト。
【請求項４０】
　前記少なくとも1つのプロセッサが、記憶された永続的ドッキング環境がもはや利用可
能でないことを示すメッセージを前記ドッキーに送信するようにさらに構成される、請求
項27に記載のドッキングホスト。
【請求項４１】
　前記以前のドッキング環境は、前記ドッキーと、前記複数の利用可能な永続的ドッキン
グ環境の中から前記選択された1つに関連付けられた利用可能な周辺デバイスのグループ
との間に確立された以前の通信リンクを含む、請求項27に記載のドッキングホスト。
【請求項４２】
　ドッキングホストとドッキングするために構成されたドッキーであって、
　少なくとも1つのプロセッサと、
　前記少なくとも1つのプロセッサに通信可能に結合されたメモリと、
　前記少なくとも1つのプロセッサに通信可能に結合された通信インターフェースと
を備え、
　前記少なくとも1つのプロセッサが、
　前記ドッキングホストとの通信リンクを確立することと、
　前記通信リンクを使用する永続的ドッキング環境を発見することであって、
　　前記永続的ドッキング環境が、前記ドッキングホストとの以前の通信中に確立された
以前のドッキング環境を含み、
　　前記永続的ドッキング環境を発見することが、前記ドッキーに関連付けられた固有の
永続的ドッキング識別子に基づいて、かつ、利用可能な周辺デバイスの異なるグループに
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それぞれ関連付けられた複数の利用可能な永続的ドッキング環境の中から1つを選択する
ことを含み、
　　複数の異なる永続的ドッキング環境識別子はいずれも、特定のドッキーと特定のドッ
キング環境とに関連付けられている、発見することと、
　前記永続的ドッキング環境を使用して永続的ドッキングセッションを確立することと
を行うように構成される、ドッキー。
【請求項４３】
　前記少なくとも1つのプロセッサが、
　前記ドッキングホストと前記ドッキーとの間の初期ドッキングセッションを確立するこ
とであって、前記初期ドッキングセッションが前記以前のドッキング環境を含む、確立す
ることと、
　前記初期ドッキングセッションに対応するドッキング環境情報を前記永続的ドッキング
環境として記憶することと、
　前記初期ドッキングセッションを終了することと
を行うようにさらに構成される、請求項42に記載のドッキー。
【請求項４４】
　前記初期ドッキングセッションおよび前記永続的ドッキングセッションが、前記ドッキ
ングホストと前記ドッキーとの間のワイヤレスローカルエリアネットワーク接続を使用す
る、請求項43に記載のドッキー。
【請求項４５】
　前記ドッキング環境情報を記憶するように構成された前記少なくとも1つのプロセッサ
が、
　前記初期ドッキングセッションに対応する情報を含むサービス発見要求メッセージを前
記ドッキングホストから受信し、
　前記初期ドッキングセッションに対応する前記情報を、前記ドッキーにおける前記メモ
リに記憶するようにさらに構成される、請求項43に記載のドッキー。
【請求項４６】
　前記ドッキング環境情報を記憶するように構成された前記少なくとも1つのプロセッサ
が、前記ドッキング環境情報を記憶するための要求を含むサービス発見要求メッセージを
、前記ドッキングホストに送信するようにさらに構成される、請求項43に記載のドッキー
。
【請求項４７】
　前記永続的ドッキング環境を発見するように構成された前記少なくとも1つのプロセッ
サが、前記初期ドッキングセッション中に、永続的ドッキング能力を示すための広告を、
前記ドッキングホストから受信するようにさらに構成される、請求項43に記載のドッキー
。
【請求項４８】
　前記永続的ドッキング環境を発見するように構成された前記少なくとも1つのプロセッ
サが、前記ドッキーが永続的ドッキングをサポートすることを示すための広告を、前記初
期ドッキングセッション中に前記ドッキングホストに送信するようにさらに構成される、
請求項43に記載のドッキー。
【請求項４９】
　前記少なくとも1つのプロセッサが、前記永続的ドッキング環境の作成を確認するよう
に構成された確認応答を前記ドッキングホストから受信するようにさらに構成される、請
求項43に記載のドッキー。
【請求項５０】
　前記少なくとも1つのプロセッサが、永続的ドッキング環境満了タイマの満了の後、記
憶された永続的ドッキング環境を削除するようにさらに構成される、請求項42に記載のド
ッキー。
【請求項５１】
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　前記少なくとも1つのプロセッサが、前記ドッキングホストから前記永続的ドッキング
環境満了タイマを受信するようにさらに構成される、請求項50に記載のドッキー。
【請求項５２】
　前記少なくとも1つのプロセッサが、記憶された永続的ドッキング環境を削除するため
の明示的要求を前記ドッキングホストに送信するようにさらに構成される、請求項42に記
載のドッキー。
【請求項５３】
　前記少なくとも1つのプロセッサが、記憶された永続的ドッキング環境がもはや利用可
能でないことを示すメッセージを前記ドッキングホストから受信するようにさらに構成さ
れる、請求項42に記載のドッキー。
【請求項５４】
　前記以前のドッキング環境は、前記ドッキーと、前記複数の利用可能な永続的ドッキン
グ環境の中から前記選択された1つに関連付けられた利用可能な周辺デバイスのグループ
との間に確立された以前の通信リンクを含む、請求項42に記載のドッキー。
【請求項５５】
　ドッキングホストにおいて動作可能な、ドッキーとドッキングするために構成された非
一時的コンピュータ可読記憶媒体であって、
　コンピュータに、前記ドッキーとの通信リンクを確立させるための命令と、
　前記コンピュータに、前記通信リンクを使用する永続的ドッキング環境を発見させるた
めの命令であって、
　　前記永続的ドッキング環境が、以前の通信中に確立された、前記ドッキーとの以前の
ドッキング環境を含み、
　　前記永続的ドッキング環境を発見することが、前記ドッキーに関連付けられた固有の
永続的ドッキング識別子に基づいて、かつ、利用可能な周辺デバイスの異なるグループに
それぞれ関連付けられた複数の利用可能な永続的ドッキング環境の中から1つを選択する
ことを含み、
　　複数の異なる永続的ドッキング環境識別子はいずれも、特定のドッキーと特定のドッ
キング環境とに関連付けられている、命令と、
　前記コンピュータに、前記永続的ドッキング環境を使用して永続的ドッキングセッショ
ンを確立させるための命令と
を含む非一時的コンピュータ可読記憶媒体。
【請求項５６】
　ドッキーにおいて動作可能な、ドッキングホストとドッキングするために構成された非
一時的コンピュータ可読記憶媒体であって、
　コンピュータに、前記ドッキングホストとの通信リンクを確立させるための命令と、
　前記コンピュータに、前記通信リンクを使用する永続的ドッキング環境を発見させるた
めの命令であって、
　　前記永続的ドッキング環境が、前記ドッキングホストとの以前の通信中に確立された
以前のドッキング環境を含み、
　　前記永続的ドッキング環境を発見することが、前記ドッキーに関連付けられた固有の
永続的ドッキング識別子に基づいて、かつ、利用可能な周辺デバイスの異なるグループに
それぞれ関連付けられた複数の利用可能な永続的ドッキング環境の中から1つを選択する
ことを含み、
　　複数の異なる永続的ドッキング環境識別子はいずれも、特定のドッキーと特定のドッ
キング環境とに関連付けられている、命令と、
　前記コンピュータに、前記永続的ドッキング環境を使用して永続的ドッキングセッショ
ンを確立させるための命令と
を含む非一時的コンピュータ可読記憶媒体。
【請求項５７】
　ドッキーとドッキングするために構成されたドッキングホストであって、
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　前記ドッキーとの通信リンクを確立するための手段と、
　前記通信リンクを使用する永続的ドッキング環境を発見するための手段であって、
　　前記永続的ドッキング環境が、以前の通信中に確立された、前記ドッキーとの以前の
ドッキング環境を含み、
　　前記永続的ドッキング環境を発見することが、前記ドッキーに関連付けられた固有の
永続的ドッキング識別子に基づいて、かつ、利用可能な周辺デバイスの異なるグループに
それぞれ関連付けられた複数の利用可能な永続的ドッキング環境の中から1つを選択する
ことを含み、
　　複数の異なる永続的ドッキング環境識別子はいずれも、特定のドッキーと特定のドッ
キング環境とに関連付けられている、手段と、
　前記永続的ドッキング環境を使用して永続的ドッキングセッションを確立するための手
段と
を備えるドッキングホスト。
【請求項５８】
　ドッキングホストとドッキングするために構成されたドッキーであって、
　前記ドッキングホストとの通信リンクを確立するための手段と、
　前記通信リンクを使用する永続的ドッキング環境を発見するための手段であって、
　　前記永続的ドッキング環境が、前記ドッキングホストとの以前の通信中に確立された
以前のドッキング環境を含み、
　　前記永続的ドッキング環境を発見することが、前記ドッキーに関連付けられた固有の
永続的ドッキング識別子に基づいて、かつ、利用可能な周辺デバイスの異なるグループに
それぞれ関連付けられた複数の利用可能な永続的ドッキング環境の中から1つを選択する
ことを含み、
　　複数の異なる永続的ドッキング環境識別子はいずれも、特定のドッキーと特定のドッ
キング環境とに関連付けられている、手段と、
　前記永続的ドッキング環境を使用して永続的ドッキングセッションを確立するための手
段と
を備えるドッキー。
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